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専
修
大
学
の
東
日
本
大
震

災
の
被
災
学
生
の
た
め
に
―

―
と
、
昨
年
、
国
際
交
流
協

定
校
の
ド
イ
ツ
の
マ
ル
テ
ィ

ン
・
ル
タ
ー
大
学
ハ
レ
・
ヴ

ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
（
以
下
ハ

レ
大
学
）
の
学
生
た
ち
が
、

バ
ザ
ー
を
開
い
て
募
金
活
動

を
展
開
。
支
援
金
を
本
学
に

贈
っ
た
∥
本
紙
４
９
０
号
参

照
。こ

の
活
動
を
企
画
し
た
ク

リ
ス
テ
ィ
ン
・
グ
ル
ー
ベ
さ

ん
が
、
今
年
４
月
か
ら
大
学

院
文
学
研
究
科
の
特
別
聴
講

生
と
し
て
専
修
大
学
で
学
ん

で
い
る
。

５

月

１０

日
、
グ
ル
ー

ベ
さ
ん
と
指

導
教
授
の
嶋

根
克
己
人
間

科
学
部
教
授

は
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で

日
髙
義
博
学

長
・
理
事
長

と
懇
談
∥
１
面
に
写
真
。
ド

イ
ツ
の
ト
リ
ー
ア
大
学
と
ハ

レ
大
学
で
客
員
教
授
の
経
験

が
あ
る
日
髙
学
長
は
、
支
援

活
動
に
対
し
て
感
謝
の
言
葉

を
ド
イ
ツ
語
で
伝
え
た
。

１
年
前
の
４
月
、
グ
ル
ー

ベ
さ
ん
ら
ハ
レ
大
学
で
日
本

学
を
学
ぶ
学
生
が
組
織
し
た

学
生
会
の
１０
人
が
、
被
災
地

の
状
況
や
専
修
大
学
と
石
巻

専
修
大
学
の
被
災
学
生
に
心

を
痛
め
「
力
に
な
り
た
い
」

と
、
ケ
ー
キ
や
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
を
作
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内

で
販
売
し
た
。

２
カ
月
後
の
６
月
、
バ
ザ

ー
で
集
ま
っ
た
支
援
金
１
０

５
０
ユ
ー
ロ
（
当
時
の
レ
ー

ト
で
約
１５
万
７
５
０
０
円
）

を
在
外
研
究
で
ハ
レ
大
学
に

滞
在
中
の
嶋
根
教
授
に
託
し

て
本
学
に
贈
り
、
被
災
地
の

一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ

た
。グ

ル
ー
ベ
さ
ん
は
「
ハ
レ

大
学
で
は
、
学
生
や
先
生
方

の
被
災
地
へ
の
関
心
が
非
常

に
高
く
、
作
っ
た
ケ
ー
キ
類

は
完
売
で
し
た
。
支
援
金
は

専
修
大
学
に
贈
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り

返
っ
た
。

日
本
語
を
４
年
間
学
び
、

日
本
学
を
専
攻
。
「
外
国
語

と
し
て
の
ド
イ
ツ
語
」
を
テ

ー
マ
に
大
学
院
に
進
学
し
た

グ
ル
ー
ベ
さ
ん
は
、
流
ち
ょ

う
な
日
本
語
を
話
す
。
３
年

前
に
１
年
間
日
本
に
滞
在
。

今
回
が
２
回
目
の
留
学
だ
。

「
も
う
一
度
日
本
で
学
び

た
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
い

た
。
実
現
で
き
、
し
か
も
嶋

根
先
生
の
研
究
室
で
学
ぶ
こ

と
が
で
き
て
う
れ
し
い
」
と

語
る
。

日
本
語
能
力
試
験
１
級
合

格
を
目
指
し
て
お
り
、
ド
イ

ツ
語
を
日
本
人
に
教
え
る
仕

事
に
就
く
の
が
夢
だ
。

今までに San Diego, Newcastle-

upon-Tyne, Nottingham, Lancaster,

London に滞在した。最初の２つは大

学の語学研修、次の２つは大学院修士

および博士課程、最後の１つは研究員

制度で滞在した。合計８年。

長期滞在した３都市をそれぞれ一言

で表すなら、ノッティンガムは森、ラン

カスターは湖、ロンドンは文学であ

る。ノッティンガムにはシャーウッド

の森があり、ロビンフッドが住んでい

た樫の木や、ロレンスの小説に出てく

る美しい情景が広がる。ランカスター

は湖水地方の入り口で、ピーターラビ

ットが駆け回っていたポターの家や、

自然を詠んだワーズワースの家など湖

畔の穏やかで素朴な景色が素晴らしい。

ロンドンには文学を肌で感じられ

るブルームズベリー地区がある。大

英博物館や大学があり、今でもジョ

ージア朝の街並みが残されている。

かつてディケンズ、ウルフ、エリオ

ット、ワイルドなど文豪が集った。

漱石も滞在した。

なぜ外国に行くの？ 英語習得や

研究のほかにも、たくさん学ぶこと

があるからだ。日本で座学も良い

が、現地で直接「体感」することに

よって初めて理解できることも多

い。また、外国人のクラスメートと

議論することで世界にはいろいろな

考え方があることが分かる。さまざ

まな国籍の人が集まっている英国や

米国では「沈黙は金」ではない。伝

えようとしなければ伝わらない。

英語好きの私が力を試そうと大学

１年の夏休みにサンディエゴへ。私

の留学の原点だ。

若者よ、海外へ出よう！

※全文は LL 研究室ホームページで

国
際
交
流
協
定
校
な
ど
の
学
生
を
対
象

と
す
る
春
期
日
本
語
・
日
本
事
情
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
４
週
間
コ
ー
ス
）
が
、
５
月
９
日

か
ら
６
月
７
日
ま
で
カ
ナ
ダ
の
カ
ル
ガ
リ

ー
大
学
生
な
ど
９
カ
国
・
地
域
、
８
大
学

３１
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

短
期
留
学
生
た
ち
は
日
本
語
学
習
に
加

え
、
サ
ン
ト
リ
ー
武
蔵
野
工
場
を
見
学
。

ま
た
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
の
民
家
園

や
小
学
校
な
ど
を
訪
問
、
さ
ら
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
も
体
験
し
て
日
本
で
の
生
活
や
文

化
を
満
喫
し
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ル
ン
ド
大
学
か
ら
参

加
し
た
ア
ナ
ス
タ
シ
ア
・
ボ
グ
ダ
ノ
ヴ
ァ

さ
ん
に
日
本
の
印
象
や
夢
を
聞
い
た
。

ア
ナ
ス
タ
シ
ア
さ
ん
∥

写
真
∥
は
ロ
シ
ア
の
サ
ン

ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
生

ま
れ
、
１０
代
で
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
ル
ン
ド
に
移
っ

た
。「
寺
院
」「
仏
閣
」「
サ

ム
ラ
イ
」
な
ど
日
本
の
伝

統
文
化
に
加

え
、
日
本
文

学

や

ア

ニ

メ
、
音
楽
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

に
も
興
味
を
持
っ
て
い

る
。来

日
は
最
初
の
高
校
生

の
時
か
ら
数
え
て
３
回

目
。
積
極
的
に
人
と
触
れ

合
い
、
文
化
に
接
す
る
こ

と
で
「
訪
れ
る
た
び
に
日

本
が
好
き
に
な
り
ま
し

た
。
１
カ
月
間
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
な
か
の
休
み
の
日

に
は
、
東
京
の
あ
ち
こ
ち

を
訪
れ
、
サ
ブ
カ
ル
の
情

報
を
仕
入
れ
ま
し
た
」
と

言
う
。

日
本
語
を

勉
強
し
て
５

年
目
。今
後
、

長
期
の
留
学

を
希
望
し
て

お
り
、
今
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
日
本
語
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
に
励
ん
だ
。
「
大

き
な
庭
を
持
つ
古
い
お
寺

に
住
み
、
芸
者
さ
ん
の
よ

う
な
着
物
を
着
て
生
活
を

し
た
い
。
私
の
夢
な
ん
で

す
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

２
０
１
２
年
度
長
期
交
換

留
学
生
（
第
２
期
）
の
派
遣

留
学
生
に
次
の
８
人
が
決
ま

っ
た
。
氏
名
と
留
学
先
は
以

下
の
通
り
（
敬
称
略
）。

【
英
語
圏
】

●
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
リ
ン
カ

ー
ン
校
（
米
国
）
▽
高
倉
脩

（
文
３
）

●
サ
ス
ク
ェ
ハ
ナ
大
学
（
米

国
）
▽
鈴
木
駿
介（
経
済
４
）

▽
鎌
田
由
衣
（
経
済
３
）
▽

山
口
縁
（
商
４
）
▽
小
舘
奈

央
（
文
３
）

●
オ
レ
ゴ
ン
大
学
（
米
国
）

▽
小
山
洋
明
（
文
４
）

●
ダ
ブ
リ
ン
大
学
ト
リ
ニ
テ

ィ
カ
レ
ッ
ジ
（
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
）
▽
本
田
匡
史（
経
済
４
）

●
マ
ウ
ン
ト
ア
リ
ソ
ン
大
学

（
カ
ナ
ダ
）
▽
夏
谷
美
咲（
文

３
）

第
１３
回
留
学
生
日
本
語
ス
ピ

ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

リ
ス
ナ
ー
募
集

▽
日
時
∥
６
月
１９
日
（
火
）

１４
時
５０
分
～
▽
会
場
∥
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
１
０
３
１
２
教

室第
２７
回
留
学
生
と
日
本
人
学

生
の
交
流
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

▽
日
時
∥
６
月
２７
日（
水
）１７

時
～
▽
会
場
∥
向
ヶ
丘
遊
園

駅
前
「
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ｏ
Ｗ
Ｌ
」

第
９
回
海
外
留
学
・
国
際
交

流
フ
ェ
ア

帰
国
学
生
に
よ
る
個
別
相

談
や
留
学
生
と
の
交
流
企
画

な
ど
、
多
彩
な
企
画
を
予

定
。

▽
日
時
∥
７
月
７
日
（
土
）

１０
時
～
１５
時
▽
会
場
∥
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス

※
各
企
画
の
詳
細
は
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。


国
際
交
流
事
務
課
☎
０

４
４
（
９
１
１
）
１
２
５
０

〈
図
書
館
〉

中
学
・
高
校
生
、
大
学
受
験

生
の
た
め
の
「
オ
ー
プ
ン
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
」

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
本
館

・
分
館
を
開
放
し
ま
す
。

▽
期
間
∥
７
月
１
日
（
日
）

～
９
月
２９
日
（
土
）
１０
～
１９

時※
休
館
日
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。


図
書
館
利
用
サ
ー
ビ
ス

係
☎
０
４
４
（
９
１
１
）
１

２
７
６

〈
専
修
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
〉

第
２５
回
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時
∥
６
月
２２
日
（
金
）

１８
時
３０
分
開
演
▽
会
場
∥
川

崎
市
多
摩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
演
奏
曲
目
∥
シ
ベ
リ
ウ
ス

「
交
響
曲
第
二
番
」
な
ど


専
修
大
学
庶
務
課
☎
０

４
４
（
９
１
１
）
１
２
３
９

３
月
２４
日
か
ら
２
泊
３

日
で
新
入
生
歓
迎
セ
ミ
ナ

ー
が
、
新
入
生
５２
人
と
先

輩
学
生
１１
人
の
参
加
で
、

箱
根
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で

実
施
さ
れ
た
。

バ
ス
の
中
で
の
自
己
紹

介
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
で
は
皆
の
緊

張
を
ほ
ぐ
す
ア
イ

ス
ブ
レ
ー
キ
ン

グ
。
夜
は
「
目
標

を
持
っ
て
大
学
に

来
て
く
だ
さ
い
」

に
始
ま
っ
た
先
輩

学
生
の
自
己
紹
介

で
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
考

え
が
あ
り
、
共
通
す
る
の

は
、
や
ら
な
き
ゃ
始
ま
ら

な
い
、
自
分
の
行
動
に
胸

を
張
っ
て
生
き
よ
う
と
先

輩
学
生
が
熱
心
に
、
熱
く

語
っ
た
。
新
入
生
に
何
か

を
感
じ
て
も
ら
え
た
の
で

は
と
思
わ
れ
た
。

２
日
目
は
、
富
士
急
ハ

イ
ラ
ン
ド
で
絶
叫
マ
シ
ー

ン
を
堪
能
し
、
夜
に
は
富

士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
を
よ
り

楽
し
く
す
る
方
法
を
先
輩

学
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
新
入
生
が
グ
ル
ー
プ

で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

す
る
企
画
を
練
っ
た
。

３
日
目
は
、
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
、
模
造
紙
に
必
要

事
項
や
絵
を
書
き
、
発
表

は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
寸

劇
、
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど

で
、
遊
具
の
配
置
の
改
善

か
ら
、
長
い
待
ち
時
間
を

快
適
に
過
ご
す
ア
イ
デ

ア
、
ス
タ
ッ
フ
の
服
装
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
改
善
、

カ
ッ
プ
ル
お
勧
め
コ
ー

ス
、
ペ
ア
グ
ッ
ズ
の
作
製

な
ど
面
白
い
ア
イ
デ
ア
が

た
く
さ
ん
出
た
。

富
士
急
に
伝
え
た
ら
と

思
う
く
ら
い
の
も
の
も
あ

り
、
短
時
間
で
ま
と
め
、

メ
ン
バ
ー
全
員
で
発
表
す

る
な
ど
よ
く
ま
と
ま
っ
て

お
り
、
参
加
し
た
新
入
生

に
と
っ
て
、
貴
重
な
体
験

だ
っ
た
と
思
う
。

入
学
前
に
、
６２
人
の
仲

間
作
り
が
で
き
、
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
せ
た
の

は
、
こ
れ
か
ら
の
学
生
生

活
に
良
い
影
響
を
与
え
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
来

年
は
、
あ
な
た
も
先
輩
学

生
と
し
て
、
参
加
し
ま
せ

ん
か
。

（
学
生
部
）

連
合
県
人
会
が
主
催
す
る

新
入
生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
「
第

４５
回
青
衿
祭
」
（
星
野
哲
也

実
行
委
員
長
・
経
済
４
）
が

６
月
２
日
、
新
宿
区
の
日
本

青
年
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
∥
写
真
。

ハ
レ
大
学
の
グ
ル
ー
ベ
さ
ん
本
学
に
留
学

１２
年
度
長
期
交
換
留
学
生（
第
２
期
）

１２
年
度
長
期
交
換
留
学
生（
第
２
期
）

▲ バザーのためにサンドイッチ

づくりをするグルーベさん＝

２０１１年４月、ハレ大学で

ドイツで募金活動ドイツで募金活動

被災学生を支援

やらなきゃ始まらない

９カ国・地域３１人が参加

▲ 長期交換留学生の

みなさん

春期日本語・日本事情プログラム

国
際
交
流
情
報

お
寺
に
住
む
の
が
夢
―
―

「
伝
統
文
化
も
サ
ブ
カ
ル
も
好
き
」

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ア
ナ
ス
タ
シ
ア
さ
ん

第
４５
回
青
衿
祭

盛
り
上

が

る

海
外
へ
出
よ
う
！
～
留
学
の
ス
ス
メ
～

岡田 もえ子 商学部教授

（商２）やんぴー

英 語

ー●９●ー

キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
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